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令和 5年度  三重県支部大会・三重県ハムフェスティバル２０２３ 
日 時   令和 5年１1月 4日（土）１０ ００ １６ ００ 
場 所   津市島崎町１４３－６  サン・ワーク 津 

プログラム 
１．受付                    ９ ３０ １３ ３０
２．式典・表彰式               １０ ００ １０ ５０ 
  支部長挨拶 
  来賓祝辞 
  事業報告・会計報告 

第６３回東海ＱＳＯコンテスト表彰 
  オール三重３３コンテスト表彰 
３．座談会                  １１ ００ １２ ３０
   東海総合通信局との座談会 
４．支部と話す会               １２ ３０ １３ ００
５．講演会                  １３ ００ １４ ００

無線の父 鳥潟博士没後１００周年と世界初 TYK無線電話 
６．川柳でアマチュア無線 結果発表            １４ ００ １４ １５
７．自作品コンテスト   結果発表      １４ １５ １４ ３０
８．記念撮影                 １４ ４５ １５ ００
９．お楽しみ抽選会              １５ ００ １５ ５０

● 各種展示 
    ・クラブ展示 ・ 監査指導委員会 

・電波適正利用推進員協議会 ・ JARDコーナー ・ JARL コーナー 
・支部社団局 JJ2YJC 公開/体験運用 ・  他 

10．閉会の辞                 １５ ５０



●ごあいさつ
JARL 三重県支部長 JA2NMH 長谷川 隆司 

本日は、ハムフェスティバル２０２３・ＪＡＲＬ三重県支部大会にご来場いただきありがとうご
ざいます。 
平素はＪＡＲＬ三重県支部の諸活動にご理解とご協力を頂いておりますことを、厚く御礼申し上げま
す。 
 今年は当初計画しておりました事業を FOX2023 のみ悪天候の状況で実施ができませんでしたが、
一部会場等の都合により日程変更はありましたが、開催出来たことにほっとしております。 
 今年はアマチュア無線にとりまして大きな変革の一年となりました、皆様もご承知の通り本年３月
２２日にワイヤレス人材育成のためのアマチュア無線の活用等に係る制度改正がおこなわれ、その一
部につきましては、本年９月２５日に施行となりました。 
アマチュア無線は、無線を使ったコミュニケーションの技術探求の趣味として、子供から大人（シニ
ア世代）まで幅広い方が楽しむ事の出来るツールとして「アマチュア無線体験運用の拡大」や「アマ
チュア無線の社会貢献」など、新しい感覚でのアマチュア無線活動（電波を知り・学ぶ・始める機会
の拡大につながるものとなります。）を楽しむ時代となりました。 
このことから、会員の皆様には引き続きアマチュア無線の楽しさ・面白さを周りの人たちにＰＲ

をして頂き少しでも多くの方にアマチュア無線を始めて頂けるようお力添え頂きたいと思います。 
次年度以降も会員の皆さまに楽しんで参加いただける事業を展開出来る様に、運営委員一同登録

クラブの皆さまと知恵を絞って参ります。 
今後とも末永くどの様な形でのアマチュア無線をお楽しみいただければと思います。 
最後に、皆様の今後一層のご健勝とご活躍を祈念するとともに、今大会開催にあたり様々なお力

添えいただいた登録クラブの皆さま・支部運営委員の皆さまに感謝申し上げると共に、引き続き三重
県支部の活動に参加をお願いいたします 

アマチュアコード 
１． アマチュアは良き社会人であること 
        法を守り、マナーを身につけ、JARL とともにアマチュアの無線の発展に努力する。 
１． アマチュアは健全であること  
        アマチュア無線は、趣味であり、仕事、学業、家庭をおろそかにしない。 
１． アマチュアは親切であること  
        通信には友愛の心を、初心者には親切な指導を、社会へは奉仕をおしまない。 
１． アマチュアは進歩的であること 
        常に科学的な進歩を求め、能率的で有効な通信ができるようにする。 
１． アマチュアは国際的であること  
        アマチュア無線を通じて諸外国に友を求め、国際親善に寄与する。 
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年 月 日 行事名称 記事 

４ 4 17 支部合同会議 (役員・登録クラブ・監査) 津市雲出地区防災コミュニティーセンター 

5 5 オール三重３３コンテスト 5 日の指定時間帯 

21 フィールドミーティング 松阪市森林公園 

8 28 支部合同会議 (役員・登録クラブ) 津市雲出地区防災コミュニティーセンター 

9 9 非常通信訓練（近畿地区非常通信協議会共催） 三重県(熊野市ほか)・奈良県・和歌山県

25 ＦＯＸ ２０２２・技術講習会 青山ハーモニーホレスト 

10 23 支部非常通信訓練（三重県との合同訓練） 朝熊山/県庁舎 2 基地と県内全域 

30 支部合同会議 (役員・登録クラブ・監査) 津市雲出地区防災コミュニティーセンター 

11 20 支部合同会議 (役員・登録クラブ) 明和町中央公民館 

12 4 三重県ハムフェスティバル 2022 ( 併 三重県支部大会 ) 明和町中央公民館 

５ 2 5 技術講習会(移動用２ｍコリニアアンテナ） 津市雲出地区防災コミュニティーセンター 

2 19 支部合同会議 (役員・登録クラブ) 津市雲出地区防災コミュニティーセンター 

● 令和４年度 三重県支部費収支報告書

● 令和４年度 三重県支部業務報告書 

金   額（円）

277,834

支 部 費 109,000

賞典収入 0

寄付金収入 0

受取利息 1

雑 収 入 34,900

421,735

会 議 費 6,830

催 物 費 135,284

渉 外 費 0

通 信 費 0

交 通 費 0

消耗品費 0

事務印刷費 0

コンテスト費 17,111

賞 典 費 0

非常通信費 4,080

諸 会 費 0

雑   費 39,892

203,197

218,538次期繰越高

支部費（例年の半額）

預金利息

令和３年度会員増強報奨金

会議室使用料

ハムフェステイバル等経費

33コンテスト経費

非常通信訓練経費

ガイダンス経費ほか

計

計

収

入

支

出

科      目 備          考

  前期繰越高
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● 三重県支部 監査指導委員会 報告 
監査指導委員長 JA2HVO 岡田哲夫 

 アマチュア無線局の適切な運用・維持のため、電波モニター、ガイダンス局運用、電波障害調査等
担当の監査指導委員会について報告します。 (本年度 10 月現在、委員数は 9名です) 

１．令和 5年度行動目標 
電波の適切な運用・啓発のため、電波モニター・ガイダンス局の運用の他、電波適正 
利用推進員協議会とも連携情報提供、東海総通殿の関連活動へ協力等の活動を行って 
います。 

２．本年度のこれまでの活動内容と計画 
 ①電波モニター報告 
  バンドプラン(使用区分）、アマチュアバンドの逸脱、呼出符号の送信等各バンドを 

モニターし、東海地方本部へ下表の報告例で四半期毎に報告しています。 
年間のモニター時間は約 1000 時間。 

②JARL ガイダンス局運用（東海４県で持ち回り、各県 1回/年の運用） 
   三重県は令和 5 年 4月 6 月で運用、ガイダンス送出回数は下記。  
      144MHz 帯 7 回 、 430MHz 帯 529 回 、 合計  536 回 
 ③東海総合通信局規正用無線局との三重県内での連携運用を５月に計画したが、 

諸事情と新型コロナ感染予防の為計画を中止した。 事情が許せば本年度中に 
規正用無線局との連携運用の実施を再計画したい。 

３．報告例 
 令和 5 年 第 2 四半期（７月 ９月）電波モニター （注 特記事項は抜粋記載）

区 分 HF バンド 50MHz 144MHz 430MHz 1.2GHz 合 計 

(1)使用区分を守らない   13 891  904 
(2)周波数の逸脱       
(3)通信事項等   10 64  74 
(4)呼出符号の不送出    178 236  414 
(5) 侵入電波 ０   件  
(6)第 80 条報告書提出
数 

０   件  

(7)モニター時間 521   時間  
  特記事項(抜粋) 

・名張地区でコールサインを言わないダンプ局が月曜から土曜まで出ており、145MHz 帯で
3-4 組、430MHz 帯でも 3-4 組確認 

     ・石薬師交差点を通過するダンプカー、コールサインをいわない。(433.06,433.48,433.68MHz)

以上 
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JARL 三重県支部 ウェブサイトはこちらです。 定期的にアクセスをお願いします。 

https://www.jarl.com/mie/    ・・・・・(フロントページ)
https://jarl-mie.com           ・・・・・(メインページ) 

● 三重県支部 役員名簿 

役 職 呼出符号 氏  名 監査指導委員会 
支部長 JA2NMH 長谷川 隆司 委員長 JA2HVO 岡田 哲夫 
顧 問 JA2ANJ 伊藤 明生 委 員 JA2IHU 服部 豊 
運営委員 JA2HVO 岡田 哲夫 委 員 JE2ELS 雨宮 章弘 
運営委員 JA2IHU 服部 豊 委 員 JF2NNE 原田 哲 
顧問 JA2LKC 中奥 政一 委 員 JH2OJG 堀川 吉章 
運営委員 JA2OQA 大川 雅生 委 員 JQ2OUL 郡  正道 
運営委員 JA2UOR 松岡 信一 委 員 JR2FSQ 湊  堅時 
運営委員 JE2APW 朝尾 高明 委 員 JE2WVD 高野谷 久 
運営委員 JE2MDE 磯田 憲一 委 員 JH3JUL 福山 宏二 
運営委員 JE2WVD 高野谷 久 
運営委員・ JF2AGB 中村 裕紀 
運営委員 JF2CTT 甫本 幹也 
運営委員 JF2NNE 原田 哲 
運営委員 JH2DTB 宮本 泰成 
運営委員・ 
支部長補佐・会計 

JH2OJG 堀川 吉章 

運営委員 JJ2JIX 後藤 直 
運営委員 JJ2HEA 中村 保親 
運営委員 JM2KBC 山本 斉 
運営委員 JN2PHK 加藤 昌弘 
運営委員 JO2AXB 山口 宏 
運営委員 JP2ETK 堀口 元嗣 
運営委員 JP2XYT 田中 康博 
運営委員・ 
支部長補佐 

JR2MHV 冨岡 巧 

運営委員・書記 JR2XUH 浅田 寛 
運営委員 JH3JUL 福山 宏二 

名簿は令和５年８月現在のものです 

支部が運営する委員会・部会は、 
 (1)コンテスト委員会 
 (2)防災支援委員会 
 (3)技術委員会 
 (4)広報委員会 
 (5)アワード委員会 
 (6)社団局運営部会 
 (7)ハムフェステバル実行委員会 
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● 三重県支部 登録クラブリスト 

※ 地域クラブ(２１－１－ )   
登録番号 クラブ名称 代表者 代表者住所 
21-1-1 桑名アマチュア無線クラブ JG2KKG 四日市市 
21-1-3 伊勢パールハムクラブ JA2ANJ 伊勢市 
21-1-12 ＪＡＲＬ員弁アマチュア無線クラブ JA2KWL 東員町 
21-1-17 熊野無線クラブ JK2TUE 熊野市 
21-1-22 名張アマチュア無線クラブ JJ2WNE 名張市 
21-1-27 いせわんハムラジオ JR2MHV 津市 
21-1-32 志摩ハムクラブ JI2PYO 志摩市 
21-1-36 明和町アマチュア無線クラブ JA2HVO 明和町 

※ 職域クラブ(２１－３－ ) 
          該当クラブはありません 

※ 専門クラブ(２１－４－ ) 

登録番号 クラブ名称 代表者 代表者住所 
21-4-1 津平治クラブ JA2LKC 津市 
21-4-12 Ｓｏｕｔｈｅｒｎ Ｍｉｅ Ａ．Ｒ．Ｃ JE2MDE 津市 
21-4-21 日赤三重県支部アマチュア無線クラブ JJ2HEA 津市 
21-4-34 三重電信会 JA2UOR 津市 
21-4-35 三重コンテスターズクラブ JO2AXB 明和町 
21-4-37 三重２ｍＳＳＢ愛好会 JA2LKC 津市 
21-4-42 伊賀広域防災アマチュア無線連絡協議会 JA2EID 伊賀市 
21-4-43 伊勢市アマチュア無線災害ネットワーク JQ2JAQ 伊勢市 
21-4-44 クラブろくまる桑名 JJ2JIX 桑名市 

※ クラブの新規登録については、ＪＡＲＬ三重県支部へお気軽にご質問ください。 
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● 伊勢市アマチュア無線災害ネットワーク 
JARL 登録クラブ 21-4-43 
伊勢市アマチュア無線災害ネットワーク JJ2YVV 

 2020 年 1 月からわが国でも新型コロナ感染症が発生し、瞬く間に全国に波及してしまいました。
それから実に 3 年以上の長きにわたり様々な社会活動の制限がされてきました。今日でも感染の脅
威が続いており、慎重な行動が必要ではあるものの、徐々に以前の活動を再開できる状況になってき
ました。 
 例年 5 月に開催されていた「消防・防災フェスタいせ」が 2023 年には再開されましたが、準備
が間に合わず今回も参加はかないませんでした。9 月 3日の「救急・災害を考える集い」には万全と
はいかないまでも準備を進め、無事全予定を終了する事が出来
ました。内容は「災害時の情報伝達（デジタルポスター）」、
「伊勢市アマチュア無線災害ネットワークの紹介（パネル展
示）」「アマチュア無線家寄せ書きコーナー」「アマチュア無
線の体験運用」などです。「体験運用」は初めての試みであ
り、厳格に総務省のルールに従って行いました。また今回は、
発信元（当社団局）と通信の相手方（伊勢赤十字病院アマチュ
ア無線クラブ JJ2YQQ）を固定して、他の無線局に迷惑を与えな
いよう配慮して行いました。 
 さて、活動可能な会員の確保にはどのクラブ局も苦労してい
ることと思います。当クラブも代表の交代、それに伴う諸手続
きや役割の再分担等を経験してきました。また令和 3 年に行わ
れた電波法施行規則の改正に伴い、伊勢市と結んでいた協定の
見直しを進めていましたが、2023 年 9 月 1 日に正式に新しい
協定を結ぶことができました。これにより「社会貢献活動であ
る災害救援活動」及び必要な訓練にアマチュア無線を使用する
事が可能となりました。なお、当クラブではアマチュア無線に
デジタル簡易無線を併用することにより、秘匿性の高い情報伝達にも対応する計画をしています。ま
た、「お伊勢さんマラソン」で初めて導入される「通信ボランティア」に志願し、「メディカルラン
ナー」や「救護所」間の連絡網の構築に関わる予定です。 

伊勢市アマチュア無線災害ネットワーク 代表 説田守道(JQ2JAQ) 

※当クラブの活動については、WEB (https://sites.google.com/view/iseama-disaster-net/)に 
掲載しています。是非ご覧ください。 

デジタルポスター
「災害時の情報伝達」

体験運用コーナー
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● いせわんハムラジオ 
JARL 登録クラブ 21-1-27 
いせわんハムラジオ JA2ZRS 

JARL 鈴鹿から名称変更して数年が経ちました。もともと当クラブはレピーター開設とともに地域
でご理解頂ける多くのアマチュア局に賛同して頂きながら今日まで何とか運営を続けています。 
アマチュア無線が盛んな時代には１７８名の会員数がありましたが、今では細々と楽しんでおり「い
せわんハムラジオ」という名称も徐々に浸透しています。 
当クラブのコンセプトは、当然ながらレピータなどを通じて行う親睦通信ですが他にもアマチュ

ア無線の普及などに貢献しております。 
例えば定期的に開催する JARD 講習会や子供向け電子工作教室などがあります。なかでも高齢化が
進むクラブ員が積極的に参加頂ける活動が子供向け電子工作教室で主にモールス信号発振器を自作さ
せ完成後にモールス信号を使った遊びです。この遊びは以前クラブ員２名が長野県阿智村の小学校か
ら招かれモールス信号遊びをさせ反響があったことで再び取り上げクラブの事業に採用しています。
広い体育館で実施したのですが、どの子供もからも笑顔がこぼれていたのが印象に残ります。 
とかくアマチュア無線は、一般の方々からするとマニアックに思われがちですが親子で楽しめる

簡単なイベントに参加することにより予想外の興味を示してくれます。 
子供は思い掛けないことで一生懸命になり競争心を燃やすことが分かります。今後も益々電子工

作などを通じて「技術少年」の育成に取り組みます。ここで大事なことは「科学少年」の育成では無
いということです。我々アマチュア無線家が育ってきたのは言うまでも無く「技術少年」からの出発
でした。ナイフの使い方は科学ではなく技術という理解です。 
興味のある方は、ぜひ当クラブに登録いただきご協力をお願いします。 

クラブのホームページにて活動を報告しています。「いせわんハムラジオ」と検索して下さい 
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●２０２３年度クラブ活動報告 
JARL 登録クラブ 21-1-17 
熊野無線クラブ  JH2YIV  

○熊野無線クラブの紹介 
 熊野無線クラブ (JH2YIV) は三重県熊野市、南牟婁郡 (御浜町、紀宝町) を中心に松阪市、隣の
和歌山県新宮市に在住の会員で構成された、ＪＡＲＬ地域登録クラブ (21-1-17)です。 
 クラブの活動としては、毎週木曜日２１時からのロールコールをはじめ、お花見ミーティング、春
のレクレーション、全国６８代表者会議、お月見ミーティング、紀宝みなとフェスティバル（紀宝
町）でのＪＣＧサービス、通信練習、ハロウィンパーティー、ＪＡＲＬ三重県支部大会への参加、ツ
ールド熊野、熊野古道トレイルランニングレース、くまの駅伝及び熊野市総合防災訓練での情報伝達
協力、くまの防災アマチュアネットワークロールコール（毎月１日午後８時から４３９．９２MHｚ
熊野長尾山レピータにて開催）への参加、新年ロールコール、ボーリング大会、９月から翌年２月ま
でのマラソンコンテント、インディアカ、宝くじ同好会等、１年を通じていろいろな行事を行ってい
ます。 

○今年度の熊野無線クラブの行事は・・・ 
 今年度は、４月１４日に定期総会を井戸小学校体育館アリーナでソーシャルディスタンスを確保し
ながら、今年度の行事計画を決定しました。昨年度までは新型コロナウイルス感染状況を考慮しなが
らクラブ行事を行っていましたが、５月からは感染症対策の規制緩和もあり、今年度は徐々に行事を
復活していくことになりました。５月２６日には熊野市役所とのくまの防災アマチュアネットワーク
意見交換会、６月３日には自転車レース「ツールド熊野」での情報伝達協力をクラブ有志で活動しま
した。毎年支部報には、クラブの行事を紹介しています。今回は６月２５日に開催された春のレクリ
エーションと熊野長尾山レピータについて紹介します。 

 例年春のレクレーションは、遠足や大人の修学旅行の気分で企画されています。
今年は、楯ヶ﨑遊覧＆みどりやでのランチミーティ
ングとなりました。 
レクリエーション当日は、各局自家用車で熊野市海
岸部の漁村である遊木町に集合、集合写真を撮影
後、遊覧船乗り場の遊木港を出発し、熊野灘からリ
アス式海岸特有の巨岩、奇岩を見ながら、熊野市甫
母町にある高さ８０ｍ、周囲５５０ｍほどの断崖絶
壁の楯のような柱状節理の天然記念物「楯ヶ﨑」、
エメラルドグリーンの透き通る熊野の「青の洞窟」
と言われるガマの口を巡りました。その後昼食会場
をみどりやに移し、新型コロナウイルス感染対策を
取りながら，ランチミーティングにて各局との懇親
を深めました。 

春のレクリエーション ・楯ヶ﨑遊覧 ＆ ラン
チミーティング          令和 5 年 6 月 25 日 
（熊野市 遊覧船のりば遊木港にて） 

注 撮影時のみマスクをはずしています
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〇熊野長尾山レピータについて 
熊野市には２つのレピータがあります。一つはＪＡ２ＷＨ小阪峠レピータ（４３９．７２ＭＨｚ）、
もう一つはＪＰ２ＹＤＶ熊野長尾山レピータ（４３９．９２ＭＨｚ、Ｄ－ＳＴＡＲ熊野４３０ ４３
９．４７MＨｚ）です。詳しくは２０２１年支部報ＪＡＲＬ三重の「熊野地域レピータの昨今」をご
覧いただくとして、今回は熊野長尾山レピータのその後をお知らせします。長尾山は標高７８２．８
メートルあり、テレビやＦＭ放送などの中継局があ
ります。 
昨年度、熊野市防災行政無線のデジタル化移行に合
わせてレピータ局舎を改築し、レピータ局も熊野市
役所のご協力により、防災行政無線の新局舎の一室
に入居しました。 
場所も三角点の真横に位置しており、長尾山頂上か
ら電波を発信しています。 
今回は、レピータのメンテナンスと草刈りを兼ね
て、８Ｊ２ＴＫＩ第５５回東海ハムの祭典２０２３
特別記念局の移動運用をクラブ員有志で行いまし
た。地元東紀州はもちろん、遠くは千葉県館山市と
１４４ＭＨｚ交信することができました。 
 １４５．６８MHｚ，４３９．９２MHｚ（熊野長尾山レピータ），４３９．４７MHｚ（D-Star 熊
野４３０）が当クラブの主に利用している周波数です。熊野地域へお越しの節はお声かけください。 

※熊野無線クラブのホームページ http://www.jh2yiv.net もご覧ください。 

熊野長尾山レピータ局舎メンテナンス 
&  ８Ｊ２ＴＫＩ熊野市移動運用 

注 撮影時のみマスクをはずしています 

春のレクリエーション  ・楯ヶ﨑遊覧＆ランチミーティング  令和５年６月２５日 
（熊野市 みどりやにて） 注 撮影時のみマスクをはずしています
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●JARL 三重県支部の歩み 

古くからアマチュア無線をやっておられる方々はご存じの様に、以前 JARL は全国１０エリアにそ
れぞれ事務局を設置して各エリアの会員やアマチュア無線を志す多くのアマチュア無線愛好家にサー
ビスを行っておりました。そして事務局を支えて居られ事務長であった故 JA2ZP 森一雄氏たちです。
２エリアハムは親しみを感じて名古屋市柳橋のガーデンビル６階にあった朝日文化センターにしばし
ば足を運んだ思い出があります。当時、森さんは平成８年に東海地方事務局として開設３０周年を迎
えたことで「三十年の歩み」という冊子を関係者に配布されました。ここでは参考資料として引用さ
せて頂き、三重県支部の歩みなどを紹介したいと思います。 

その前にお話しすることは、JARL は第一回の全国大会を名古
屋市公会堂で開催しました。当時の JARL は１９２６年に６月１
２日夜に３６名で結成され、即日世界に向かって全員がキーを打
ったようです。その時の総裁は日本電力の J３KK 草間貫吉さんで
した。ここで使われたコールサインは戦前のものです。その後に、
日本の高度経済成長が起こりアマチュア無線人口は増加の一途を
たどりました。２エリアでも狭いバンドのどこをワッチしても出
るところが無いほど賑わいアマチュア無線を趣味の王様と言う人
達も出たほどです。 

話を２エリアに戻しますが、ここで全国に先駆けて JA2ATI 伊澤栄一氏がアルバイトで勤務をされ
ていました。昭和４１年（１９６６年）のことです。その後、昭和４３年（１９６８年）には第１回
東海ハムの祭典をガーデンビル５階６階で開催し、連盟理事の JA2JA 神戸幸生氏が東海支部支部長と
なられました。（当時は県支部は存在していなかった） 
昭和４４年には各県に県連所長が就任し、三重県は JA2AH 石田正多氏がされております。東海事務
局には新たに JA2BBH 宮地慶子氏が入社して２名が担当し東海支部大会を名古屋市公会堂で開催し
ました。 
昭和４９年には三重県評議員として JA2TY 松ケ谷卓平氏が担当し一気に東海支部の体制が整い勢い
を加速させたのでした。 また昭和５１年に支部長は JA2TY 松ケ
谷氏に交代し評議員も JA2IDN 藤井省三氏変わっております。 
昭和５２年度に評議員は JA2CFM 村阪俊雄氏に交代、 昭和５４
年には支部長は JA2ANJ 伊藤明生氏、評議員は JA2TY 松ケ谷卓
平氏に交代。 ５７年には評議員がJA2HLX松島 潤氏に交代。 ５
９年には支部長が伊藤氏から JR2RLW市野卓二氏に交代。 ６１
年には評議員を JA2KZM 増田晴生氏に交代。 ６３年には評議員
を JH2LFV 高村和彦氏に交代し、平成４年には支部長を JA2KZ
Ｍ増田晴生氏に交代、 平成６年に評議員を JA2ESR 野口 茂氏
に交代。 平成８年度には評議員を JA2HVO 岡田哲夫氏に交代し
た。 
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ここで特筆すべき事として、三重県支部が担当した JARL 通常総会について少しお話します。当時、
JARL は全国エリアを順番に回り通常総会を開催しておりました。どの開催も大変盛り上がり紛糾し
た記憶があります。今思えば熱い会員が JARL を思い前向きに意見を出していたわけです。 
そんな中で２エリア三重県支部は第３４回を１９９２年５月２４日に伊勢市で開催し全国から２００
０名を超える会員が参加しました。また当時の楽しみとして総会には前夜祭があり、伊勢志摩ロイヤ
ルで行い大判振る舞いの料理に皆さんは驚かれていたのを思い出します。会場では支部長の市野さん
の計らいで大太鼓が披露されました。また、この開催を記念して当時流行の
NTT テレフォンカードや記念誌が手渡され今でも大切に保管される方々が多
く居られます。 

その後の支部体制は、JARL が採用した
社員制度により評議員が無くなり、東海エ
リアから 12 名が社員として活躍中です。
支部長は JA2KZM 増田晴生氏から
JR2MHV 冨岡巧氏、JA2HVO 岡田哲夫氏、
JA2NMH 長谷川隆司氏と続きますが、まだ
新しいことなので皆さんもよくご存じかと思いますので触れません。 

このようにして三重県支部は意欲あるアマチュア無線家に支えられて立派にイベントなどを消化
して現在に至っています。今後も若手の中に引き続きアマチュア精神を持った方の出現を期待すると
ころです。 

参考文敬 
（１）アイコム社の週刊「BEACON」 
（２）日本アマチュア無線連盟東海地方事務局「三十年の歩み」 
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●本年度の行事 (三重県支部行事および関連行事) 
令和 5年 ５月 ５日(金/祝) 第４6回オール三重３３コンテスト  
 ５月２1日(日) フィールドミーティング (松阪市森林公園) 
 ６月２5日(日) 第 12 回 定時社員総会 (東京都新宿) 
 9 月 24 日(日) 第 55 回東海ハムの祭典 (名古屋市) 
 11 月  8 日(日) ARDF 東海地方大会 (明和町) 
 11 月  4 日(土) 支部大会・三重県ハムフェステバル 2023 (津市) 
 11 月 26 日(日) 非常通信訓練 (県内全域/鳥羽市) 
令和 6年 ２月  4 日(日) 技術講習会  

●過去の支部大会開催地 (開催地名は当時の名前で記載しています) 

・昭和 49 年 鈴鹿市(青少年スポーツセンター) ・昭和 50 年 松阪市(松阪ハイツ)

・昭和 51 年 鈴鹿市(青少年スポーツセンター) ・昭和 52 年 伊勢市 (県立スポーツセンター)

・昭和53 年 津市   (県合同ビル) ・昭和 54 年 松阪市 (松阪ハイツ)

・昭和55 年 尾鷲市 ・昭和 56 年 鈴鹿市

・昭和57 年 松阪市 ・昭和 58 年 亀山市

・昭和59 年 伊勢市 (神宮会館) ・昭和 60 年 熊野市

・昭和61 年 菰野町 ・昭和 62 年 志摩町 (B&G海洋センター)

・昭和 63 年 鵜殿町 (鵜殿村体育館) ・平成  元年 松阪市

・平成  2 年 名張市 (名張市総合体育館)  ・平成  3 年 津市   (リージョンプラザ)

・平成  4 年 菰野町 (朝明高原) ・平成  5 年 尾鷲市 (尾鷲市民文化会館)

・平成  6 年 飯高町 (飯高町総合開発センター) ・平成  7 年 紀和町 (紀和町コミュニティセンター)

・平成  8 年 鈴鹿市 (鈴鹿文化会館) ・平成  9 年 明和町 (明和町総合体育館)

・平成 10 年 鳥羽市 (鳥羽市商工会議所会館) ・平成 11 年 御浜町 (御浜町中央公民館)

・平成 12 年 東員町 (東員町健康福祉センター) ・平成 13 年 芸濃町 (芸濃町総合文化センター)

・平成 14 年 津市   (サンワーク津) ・平成 15 年 芸濃町 (芸濃町総合文化センター)

・平成 16 年 三雲町 (ハートフルみくも) ・平成 17 年 志摩市 (阿児アリーナ)

・平成 18 年  御園町/現伊勢市 (ハートプラザみその) ・平成 19 年 紀宝町 (生涯学習センター)

・平成 20 年 多気町 (多気町民文化会館) ・平成 21 年 亀山市 (関文化交流センター)

・平成 22 年 松阪市 (中川新町地域交流センター) ・平成 23 年 亀山市 (関文化交流センター)

・平成 24 年 津市  （サンワーク津) ・平成 25 年 津市  （サンワーク津)

・平成 26 年 津市  （サンワーク津) ・平成 27 年 明和町 (中央公民館)

・平成 28 年 津市  （サンワーク津) ・平成 29 年 明和町 (中央公民館)

・平成 30 年 津市  （サンワーク津) ・令和 元年 津市  （サンワーク津)

・令和  2 年 未開催 (新型コロナウイルス感染対応の為) ・令和  3 年 明和町 (斎宮歴史博物館) 

・令和  4 年 明和町 (中央公民館)   
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注：都合で出店・クラブおよび配置等に変更が生じる場合があります。その際はご容赦願います。 

上が道路側(北)です。 館内禁煙、駐輪場の近くに喫煙所があります。 

会場見取り図 

JARL 三重県支部情報誌  
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